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 本稿は幕末期に幕府によって上海へ「千歳丸」で派遣された日本人 51 人、外国人 16 人、
計 67 人のうち、幕府の役人の従者として各藩から選ばれた 8 人の青年武士たちが、上海で
どのように行動し、上海をどのように認識したかについて、彼らが記録した日記を手掛かり
にして明らかにしようとする作業の一環である。 
 日本人 51 人のうち約半数は水夫や賄い方たちであり、残る半数が江戸および長崎の役人








































































































































































































高杉は天保 10 年（1839）に長州萩に生まれ、安政 4 年（1857）に、萩明倫館、同年松下
村塾に入り、翌年には江戸昌平黌に入るや 1 年後には退学、翌年には軍艦教授所、直後に明










 ここでは、この 3 人を含めた一行の乗る「千歳丸」を迎えた当時の上海の状況についてま
ず触れておく。詳細は専門書に譲り、ここでは 3 人の日記に関係しそうな状況についての
み触れておく。 
 上海は 13 世紀後半に元朝が貿易管理の役所を設けたことが契機となり、町の形成が見ら
れた。1292 年、松江府上海県が設置され、それが行政枠を持つ上海の登場となった。16 世
紀の半ばには倭寇の被害を防ぐため、上海の町が城壁を張り巡らすことで誕生した。周囲約
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 では限られた日数の中でこの 3 人はどのような行動と観察をしたのであろうか。表 1 は
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事　項 行動と空間 観　察 行動と空間 観　察 行動と空間 観　察



















































6月 27日 搬出の監視 支那物産の搬送







































































6月 18日 官船と往復､城内巡り (直接帰国することに決定-失望も)
アームストロング砲6
口ありと















































































































































































































































































































事　項 行動と空間 観　察 行動と空間 観　察 行動と空間 観　察



















































6月 27日 搬出の監視 支那物産の搬送







































































6月 18日 官船と往復､城内巡り (直接帰国することに決定-失望も)
アームストロング砲6
口ありと


























 それによると、まず名倉予何人と中牟田倉之助は、上陸滞在 59 日のうち、ほとんど毎日






































































以上の 3 人の行動、観察の流れの中で会った人たちについて、表 2 は名倉について、表 3
は中牟田、表 4 は高杉について、一覧表にまとめたものである。 
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22日 コノープ 14日 （清国練兵を見る）
18日 英領事、英船士官、スチーウーリー 7日 呉煦
ホイック、仏人店、コノープ（英） 8日 蘭領事館
16日 西洋店、コノープ 6月 2日 馬銓
ミュールヘッド 4日 来訪した本屋
14日 ミュールヘッド（英）、フッチロイ（英） 28日 来訪した本屋
テント（英） 29日 来訪した本屋
ミュールヘッド（英） 蘭商船へ
13日 蘭領事、トンプリング 27日 ミュールヘッド（中牟田と）
ヂッタン商会（英） 25日 ミュールヘッド（不在）
12日 フェチロイ（海関） 26日 来訪した馬銓
コノープ 22日 ミュールヘッド
11日 仏領事、トンブリンク、ローゼン（英） 23日 ミュールヘッド
8日 仏兵門番、同頭 西門兵営で筆談（陳汶衛）
10日 江雪圃、浦祝山、方錫園 21日 古道具屋主人
6日 マッケンジ（米）、ホール 19日 書店（馬路）、名倉を訪ねてきた陳汝銓
船舶修理所員、字林洋行 20日 チャルス（米…中牟田と）
5日 蘭領事、コノープ 17日 （川で蒸汽船を見る）
馬銓 18日 張棣香（古道具屋）
ケンドル（医師）、魯人 15日 来館した清人3～4人（筆談）
3日 蘭領事 16日 書店（馬路）
30日 蘭領事、仏領事 12日 蘭領事館、仏商店（大小機械）
6月 2日 ミュールヘッド、時計師（仏人） 13日 英米魯の領事館
カウェルホー（ポルトガル、印刷、文具）
29日 馬銓 5月 10日 来訪した蘭人
月　日 　対話、対面した相手
バーカー、コノープ、リッチャルツ











20日 フォッグ（米）、リッチャルズ（米） 29日 フィッチライ
リッチャルトソー、マッケンジー ミュールヘッド
トンブリンク（蘭） 27日 蘭領事
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 表 3 で示した中牟田の場合は、表 1 の名倉とは一変して、その多くが欧米人であり、や
はりその幅は広い。清国人では、6 月 10 日にあった江雪圃、浦祝山、方錫園の 3 人にあっ
ているが、彼らは太平天国軍が南京から拡大することによる被害を恐れて上海へ避難して
きた文人である。このような避難してきた文人や学生と千歳丸一行との交流は、前号の日比
野のところでも感動的なシーンも含め見られたことを紹介した。彼らとは 6 月 26 日にも会







 中牟田のあった人の延べ人数は 98 人以上で、名倉を少し上回る。名倉がじっくり派であ
るのとは対照的に、書籍と地図を走り回って手に入れようとした中牟田の姿が浮かび上が
ってくる。 








 では彼ら 3 人は毎日どのように上海を徘徊したのであろうか。ここではかれらの上海の
徘徊をした日の記録からその行動軌跡を描き、各人別に表した。この行動軌跡はその空間性
を表しており、その空間性からも 3 人の特性をつかむことができる。 





 名倉の行動は前半こそあまり広がらず、様子見の状態がうかがわれるが、それが 5 月末
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 一方、図 6 は中牟田の行動軌跡を描いたものである。一目で名倉の軌跡とは大きく異な





 図 7 は高杉の行動軌跡である。徘徊した日数は少ないし、徘徊した軌跡も短い。大きく動
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 図 7 は高杉の行動軌跡である。徘徊した日数は少ないし、徘徊した軌跡も短い。大きく動




























図 㻤㻌 名倉、中牟田、高杉 㻟人の上海での行動軌跡 
（2）行動軌跡と上海観察 




 図 9 は名倉の 5 月 15 日の徘徊軌跡を示した。上海上陸後の当初は、宿舎となった宏記館
（宏記洋行）からすぐ隣のオランダ領事館やフランス領事館を表敬訪問し、上海道台を一行




























り、5 月 17 日には北新門から西門の文廟まで城内を歩き、そこで避難民の呉峩士と知り合
い、この文廟がイギリス軍の基地になっていることを知るきっかけになった日である。それ
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図 㻥㻌 名倉予何人の最初の上海徘徊コース（㻡月 㻝㻡日） 
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図 㻝㻜㻌 名倉予何人の 㻢月 㻟日の徘徊コース 
 




















上海のまちを徘徊している。西門や王家訪問はメインコースとなっている。そして 6 月 18
日に帰国の方針が出されると、さらにその動きは活発になっていく。 
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図 㻝㻜㻌 名倉予何人の 㻢月 㻟日の徘徊コース 
 
























 図 㻝㻞㻌 名倉予何人の 㻢月 㻝㻝日の徘徊コース㻌
 





訪ね、兵術についての日清間の問答を熱心に交わしている。こののち 6 月 28 日には、李撫
軍の朝の操練を見たあと王家を訪ね、ここでお別れの一大送別会を受けている。 


























 図 㻝㻞㻌 名倉予何人の 㻢月 㻝㻝日の徘徊コース㻌
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などを観察して記録し、North China Herald 紙 6 月 7 日号に掲載された千歳丸到着に合
わせて掲載された記事から商船 93 隻、軍艦 12 隻を記録している。英学が得意な中牟田に
は英字新聞から得られる情報に夢中だったのであろう。また、佐賀の伝習所時代、航海術と
算術を学んだ名倉にとっては、それらは基本的な情報だったに違いない。ようやく船から宿
へ移ることができた 5 月 9 日には名倉が高杉と木村重次郎と同室になったということ、そ
の夜下痢になったことや他にも下痢病人がでたということなども細かく記録しており、同
室になった高杉とは大違いである。そして、5 月 10 日のまだ外出できない時には高杉に 5
科目ある航海学について教えている。 
 こうして 5 月 15 日に全快してから、中牟田も外出するようになった。そして、5 月 17 日
には高杉と五代を連れて、売りに出た蒸気船を見に行っている。そしてその後は欧米人を訪
ね、書籍や地図の購入、借用依頼に奔走する。5 月 21 日には前日に焼けて流れ始めたアメ
リカ蒸気商船の観察をしている。5 月 23 日は一行とともに道台を訪問。道台の一行の道具
の数も記録しており、今日でいうフィールドワーカーである。5 月 24 日には江南海関を訪
れ、イギリス人 10 人、フランス人 1 人、清国人 20 人で、イギリス人がトップだと記し、
先日のアメリカ船の火事でほかの蒸気船 3 隻にも損害を与え、アメリカ人 11 人、清国人 16
人が水死したことも記録して
いる。 






医師は 1 人、入院費は 1～3 テ
ールだと調べ、イギリス租界に
も病院があることも記してい




ぎの 14 日間は 1 ドル 33 セン
トと記録も細かい。 
図 15 は、6 月 8 日の珍しく
遠出の徘徊をした時の軌跡で
ある。お供をしたからである。
夜の 7 ツ半（午前 3 時）に河岸
を南下、買い物もしたが、死体



































あと、6 月 15 日の 1 人での造船所訪問時にも船の馬力と規模、製造価格、職種別労働力
と給与、製造日数など、記録は細かい。また、6 月 18 日のアメリカのアームストロング砲
の見学も砲筒の規模はもちろん、的中距離ほかを記録し、ついでに、上海にいるイギリス兵
の士官は 150 人、兵卒は 3 千人まで聞き取り、これにより敵は上海にせめてこなくなった
ということまで聞き取っている。 
そして 6 月 20 日過ぎからは、帰国前の補足やお世話になった多くの人達へのお別れで忙
しく過ごしつつ、借用した本の書写にも時間をさいている。 
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の夜下痢になったことや他にも下痢病人がでたということなども細かく記録しており、同
室になった高杉とは大違いである。そして、5 月 10 日のまだ外出できない時には高杉に 5
科目ある航海学について教えている。 
 こうして 5 月 15 日に全快してから、中牟田も外出するようになった。そして、5 月 17 日
には高杉と五代を連れて、売りに出た蒸気船を見に行っている。そしてその後は欧米人を訪
ね、書籍や地図の購入、借用依頼に奔走する。5 月 21 日には前日に焼けて流れ始めたアメ
リカ蒸気商船の観察をしている。5 月 23 日は一行とともに道台を訪問。道台の一行の道具
の数も記録しており、今日でいうフィールドワーカーである。5 月 24 日には江南海関を訪
れ、イギリス人 10 人、フランス人 1 人、清国人 20 人で、イギリス人がトップだと記し、
先日のアメリカ船の火事でほかの蒸気船 3 隻にも損害を与え、アメリカ人 11 人、清国人 16
人が水死したことも記録して
いる。 






医師は 1 人、入院費は 1～3 テ
ールだと調べ、イギリス租界に
も病院があることも記してい




ぎの 14 日間は 1 ドル 33 セン
トと記録も細かい。 
図 15 は、6 月 8 日の珍しく
遠出の徘徊をした時の軌跡で
ある。お供をしたからである。
夜の 7 ツ半（午前 3 時）に河岸
を南下、買い物もしたが、死体



































あと、6 月 15 日の 1 人での造船所訪問時にも船の馬力と規模、製造価格、職種別労働力
と給与、製造日数など、記録は細かい。また、6 月 18 日のアメリカのアームストロング砲
の見学も砲筒の規模はもちろん、的中距離ほかを記録し、ついでに、上海にいるイギリス兵
の士官は 150 人、兵卒は 3 千人まで聞き取り、これにより敵は上海にせめてこなくなった
ということまで聞き取っている。 
そして 6 月 20 日過ぎからは、帰国前の補足やお世話になった多くの人達へのお別れで忙
しく過ごしつつ、借用した本の書写にも時間をさいている。 














 そのくせ 5 月 7 日には長毛賊の銃声が聞こえると、実践がみられるとひそかに喜ぶと記
しているが、のちの記録を読むととてもそんな度胸はなさそうである。5 月 10 日にはオラ
ンダ人から聞いて、長毛賊が上海から 3 里のところまで迫っていると記しているが、それ
に対する感想は見られない。5 月 13 日に初めて外出らしい外出をして、中牟田とイギリス、
アメリカ領事館へ出かけ、大砲や小銃が並んでいるのを見、イギリス人が清国人のために長
毛賊から守っているのだと記している。翌日には乗組員の死去の報を受けて、わが身は自分




5 月 23、25、27 日と五代あるいは中牟田とミュールヘッドを訪ね、数学関係の書や新聞を
得て帰館するが、中牟田だけがそのお礼に扇子や錦絵を贈ったほか、中牟田自身は、午後、
さらに出かけ、5～6 人の欧米人に会っている。6 月 2 日には馬銓のところへ出かけている
が、これも幕府の役人に同行しただけ。城内の市街地は狭く、風雨で困ったとだけ記述。 
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 高杉にとってもう一度上海を周遊するのは 6 月 14 日で、これも中牟田の兵学の関心事に
お付き合いしたためであり、すでに中牟田の項で述べたので、ここでは省く。そして最後の














図 㻝㻤㻌 高杉晋作の 㻢月 㻝㻤日の徘徊コース 
７．終わりに㻌
 
 以上名倉、中牟田、高杉の 3 人を取り上げ、それぞれの上海での日記内容から、その行動
とそれに伴う空間認識の特徴について検討した。 
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